
　

令
和
４
年
度
春
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
５
月
19

日
（
木
）
に
、
し
あ
わ
せ
の

村
「
多
目
的
運
動
広
場
」
で
、

春
季
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
新
緑
も

美
し
い
素
晴
ら
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
選
手

２
１
２
名
、
大
会
関
係
者
32

名
の
合
計

244
名
が
参
加
し
、

27
ホ
ー
ル
に
よ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
コ
ー
ス
で
３

回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も
飛

び
出
す
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
表
彰
式
で
は
何
度

も
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
性
上
位
入
賞
者
】
敬
称
略

１
位 

松
田　

正
己
（
兵
）

２
位 

地
道　

裕
一
（
長
）

３
位 

平
間　

清
明
（
西
）

４
位 

田
村　

昭
美
（
須
）

５
位 

遠
藤　

直
己
（
灘
） 

【
女
性
上
位
入
賞
者
】
敬
称
略　

１
位 

村
田　

純
子
（
須
）

２
位 

杉
尾
は
る
み
（
兵
）

３
位 

永
井　

康
子
（
垂
）

４
位 

藤
井　

明
代
（
西
）

５
位 

石
川　

信
子
（
兵
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も

１
コ
ー
ス
で
３
回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
　

令
和
４
年
度
　
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

令和４年度　ＫＯＢＥ シニアクラブ 会長・リーダー研修会

3 年ぶり

　

令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
に
て
、
会
長
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
市

内
各
区
の
会
長
・
リ
ー
ダ
ー

405
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
辻
正
忠
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
筒
井
勇

雄
神
戸
市
危
機
管
理
監
に
よ

る
「
災
害
時
の
防
災
情
報
と

避
難
行
動
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
事
例

か
ら
、
災
害
時
に
は
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性

を
挙
げ
た
後
、
災
害
時
に
ど

の
よ
う
に
判
断
・
行
動
す
れ

ば
よ
い
の
か
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
避

難
勧
告
が
廃
止
さ
れ
、
避
難

指
示
で
必
ず
行
動
す
る
こ
と
、

自
己
判
断
で
避
難
所
か
ら
出

ず
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
ま
た
、

各
自
治
体
の
防
災
マ
ッ
プ
の

見
方
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
て

「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」
に

登
録
し
、
気
象
状
況
や

避
難
場
所
等
の
情
報
を

日
頃
か
ら
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、次
に
、

防
災
士
で
も
あ
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
石
田
裕
之
さ
ん
か
ら

「
歌
っ
て
覚
え
る
く
ら

し
の
防
災
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
被
災
地
に

実
際
に
訪
問
し
て
学
ん
だ
音

楽
の
力
、
そ
し
て
日
頃
の
地

域
活
動
＝
防
災
力
、
迅
速
な

避
難
行
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
間
に
歌
の
披
露
も
あ

り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気

持
ち
を
歌
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
「
や
っ
ぺ
す
♡
石
巻
」

や
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る

「
花
は
咲
く
」「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
な
ど
、
心
の
中
で

合
唱
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
災
害
時
の
行
動

に
つ
い
て
学
べ
る
防
災
ソ
ン

グ
「
ぼ
う
さ
い
☆
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ポ
ン
！
」
の
動
画
に
合
わ

せ
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
体
験
し
、

講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
文
化
研
修
部
の

森
松
リ
キ
子
部
会
長
よ
り
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
研
修
会
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
８
回
神
戸
交

流
ウ
ォ
ー
ク
ツ

ア
ー
を
５
月
11
日

（
水
）、13
日
（
金
）

の
両
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者

は
、
11
日
が

761
名

（
バ
ス
21
台
）、
13

日
が

639
名
（
バ
ス

第８回　神戸交流ウォークツアーを開催

1,400 名参加 昨年の倍に　1,400 名参加 昨年の倍に　

竹林の小径

17
台
）、
合
計
１
，４
０
０
名
と
、

昨
年
の
２
倍
近
い
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

   

コ
ー
ス
は
、
京
都
嵯
峨
野
の

大
覚
寺
か
ら
嵐
山
渡
月
橋
に

至
る
約
３
キ
ロ
で
、
ま
ず
は
、

平
安
時
代
に
唐
の
洞
庭
湖
を

模
し
て
嵯
峨
天
皇
が
造
営
し

た
、
日
本
最
古
の
人
工
池
と

言
わ
れ
て
い
る
大
沢
池
を
一

周
。
新
緑
が
美
し
く
気
持
ち

の
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
、
清
涼
寺
、
二
尊

院
、
常
寂
光
寺
、
と
い
っ
た

名
刹
の
前
を
通
っ
て
、
人
気

の
観
光
名
所
・
竹
林
の
小

径
へ
。
幽
玄
か
つ
優
雅
な

雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
は
嵐
山
渡
月

橋
、
数
か
所
に
分
か
れ
て

昼
食
を
と
り
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

   

11
日
は
ほ
ぼ
曇
天
、
13

日
は
終
始
小
雨
が
降
る
天

気
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
コ
ー
ス
を

完
走
さ
れ
ま
し
た
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心  

助
け
合
い
の
重
要
性

助
け
合
い
の
重
要
性

各
区
か
ら
会
長
・
リ
ー
ダ
ー
集
う

市老連

石田裕之さんのご講演

大辻理事長の開会あいさつ森松文化研修部会長の閉会あいさつ

筒井勇雄神戸市危機管理監のご講演

「
災
害
時
の
防
災
情
報
と
避
難
行
動
」

随所でナイスショットが見られた

快音響かせる一打目

ホールインワン！　喜びの表情
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